
 
 

横田基地における新型コロナウイルス感染症の 
感染拡大防止について（要請） 

 
 

令和３年１２月２９日から令和４年１月５日にかけて、横田基地コミュニティの
人員５７名が新たに新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）に陽性となっ
たとの情報が１月５日に横田基地ホームページにおいて公表され、翌１月６日には
在日米軍司令部ホームページに横田基地の現在の感染者数は８５名と公表された。 
米国から入国した軍人等を中心に、短期間に多くの感染者が発生しており、横田

基地において急速に感染が拡大している状況である。 
また、他県においては感染が確認された基地関係者からの市中感染が拡大してい

るという可能性が指摘されており、横田基地においても同様の事態が起こることが
強く懸念される。 
このような状況を踏まえ、今後の感染拡大防止及び基地周辺住民の不安解消のた

め、下記のとおり、要請する。 
 

記 
 
１ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、ワクチン接種済みの人員も
対象に、以下の対策を含めた強力かつ万全な措置を講じること。 

 
（１） 基地外はもとより、基地内においても常にマスクを着用することや、手洗

いの実施などの基本的な感染防止対策を徹底すること。 
（２） 他国から到着した人員は、日本に入国後２４時間以内に実施する検査、及

び移動制限期間中に実施する検査の両方で陰性が確認されるまでは、自宅
等に待機させること。 

（３） 移動制限期間経過後においても、当分の間、基地の全軍人・軍属等の基地
外への外出を、公務の場合を除き禁止・制限するなど、必要最小限とするこ
と。 

 
２ 横田基地内で働く駐留軍等労働者や契約業者等の感染防止についても、万全を

期すこと。 
 
３ これらを含め、感染拡大防止に対する措置状況について、適時、地元自治体に情
報提供すること。 

 
 
令和４年１月７日 
 
 
在日米軍兼第５空軍司令部司令官  

リッキー Ｎ．ラップ中将 殿 
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                 アンドリュー J. キャンベル大佐 殿 
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